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会議をするＳＡＪ，ＢＳＡ及び米軍関係者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トリイ･ステーションとの会議報告 

２００８年サマーキャンプ開催に当たって、会場

となるトリイ･ステーションの関係者との打合せ会

議が下記の通り開催された。以下はその報告。 

 

日  時：７月９日（水）、１７:３０ 

場  所：トリイステーションコミュニケーションオフィー 

ス会議室 

出席者：ジョン･ビュッセ氏（（施設警備，企画、管理オ 

フィサー）、幸地努氏（福利厚生部レクレーションマネ 

ージャー）、デイビッド・モリル氏（クラブマネージャー）、

以上トリイ・ステーション側 

  ジェイ・ファーマー氏（ＢＳＡ極東連盟コミッショナー）、 

  ジム・アイリッシュ氏（ＢＳＡ極東連盟グレーター沖縄 

地区副コミッショナー）、以上、ＢＳＡ側 

  阿部 猛（先達・ＧＯＳＣ顧問）、中井 健（ＧＯＳＣ担当 

副理事長）、以上沖縄県連側 

 議 題： 

１．サイト関連について下記の通り合意した。 

 ア．キャンプサイトはトリイビーチ南側のＬＺとする。 

 イ．アクティビティーエリアは：キャンプサイト北側のＬＺ 

とする。 

 ウ．トイレ：キャンプサイトとアクティビティーエリアの中 

間に在るトイレを使用する。 

 エ．キャンプサイトにウォーターバッファローを１台配 

置する。 

オ．ビーチ及び体育館の製氷機の氷の使用可。 

 カ．ビーチ及び体育館のシャワーを使用可。希望者は 

体育館のジャグジーも使用可であるがジャグジー 

は男女共用のため、使用時は必ず水着等を着用 

すること。 

  ２．プログラム関連について下記の通り合意した。 

①海浜プログラム 

（１）カヌー 

ア．シーカヤックを３艘、パドル、ライフジャケットを無償 

貸与する。 

イ．シーカヤックの訓練及び水泳は、ライフガードの居る

ビーチで行うこと。 

ウ．レイクカヌー３艘、パドル、ライフジャケットはＢＳＡが

無償貸与する。 

エ．旧劇場近くのプール使用を許可する。 

オ．プールでの衣服着用の救難訓練可。 

カ．.ビーチのスパイラルプールの無料使用を許可する。 

キ．必要であれば、アメリカ赤十字にのっとった救急法

の指導を行うことができる。 

②陸上プログラム 

（１）パイオニアリング 

ア．パイオニアリング用の丸太、ロープはＢＳＡが無償 

貸与する。 

イ．必要であれば、パイオニアリングの指導を行うこと 

ができる。 

（２） ラペリング 

ア．ラペリングに関する下記Ａ～Ｄ項に関しては、ＢＳＡ 

のジム・アイリッシュ氏が担当者と詰めを行って返 

事をするが問題ないものと思われる。 

Ａ．ラペリングタワーの使用。 

 


